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１． 事業者名 鈴英設備工事株式会社

２． 代表者氏名 鈴木　茂之

３． 所在地 本社：　静岡県浜松市浜名区内野台１丁目２０番３９号

４． 事業活動 建設業（管、土木、消防設備工事業）

５． 従業員数 7名

６． 環境管理責任者　 鈴木　茂之
連絡担当者 鈴木　晴美

７． 連絡先 TEL　（053）-587-0540 FAX　（053）-587-1658
E－ｍａｉｌ：　info＠suzey.co.jp

８． 建設業許可
建設業
静岡県知事許可　（般ー３）　１１０８１号
許可業種：管工事業、土木一般
許可年月日：令和３年７月２２日 有効期限：令和８年７月２１日

産業廃棄物収集・運搬業 ※自社運搬のみ
静岡県　第０２２０１１０９２５３
許可品目：がれき類、木くず、金属くず
許可年月日：令和６年３月２日 有効期限：令和１１年３月１日

９． 事業の規模
① 設立（現在地）
② 事業規模

単位 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

百万円 80 68 80 79 97 51

人 8 8 8 8 7 7

ｍ
2 204 204 204 204 204 204

ｍ2 150 150 150 150 150 150

ｍ
2 1080 1080 1080 1080 1080 1080

１０． 事業年度　　
7月1日～翌年6月30日

１１． レポートの運用期間及び発行日

１２ 認証・登録の対象範囲

全組織・全活動

対象組織：本社（事務・経理部門、現場部門）

Ⅰ　組織の概要

環境経営レポート発行日（2024年9月2日）

事務・経理
部門

現場
部門

鈴英設備工事㈱

1969年10月

売上高

従業員

活動規模

事務所床面積

活動：　建設業（管、土木、消防設備工事業）

倉庫床面積

資機材置場

環境経営レポート運用期間（2023年7月1日～2024年6月30日）
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＜環境管理組織における機能＞
経営責任者

① 環境経営全般に対しての責任と権限
② 環境方針の作成と社員への周知
③ 環境管理責任者の任命
④ 実施体制の構築
⑤ 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
⑥ 全体の評価と見直し
⑦ 効率的な実施体制の構築と全従業員への周知

環境管理責任者
① 環境経営活動の推進
② 環境経営目標及び環境経営計画の作成
③ 環境経営推進会議の実施
④ 経営者への進捗報告

EA-21活動事務局
① 各部門のデータのまとめ
② 環境経営計画の予実績管理
③ 環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施
④ 環境管理責任者補佐
⑤ 環境関連法規等最新版管理
⑥ 環境上の緊急事態の想定と対応策の作成。全体での試行・訓練の実施
⑦ 文書・記録の管理

各部門
① 環境経営計画の実施
② 月別部門データの集計・報告
③ 問題点の把握と是正の実施
④ 推進会議の出席
⑤ 従業員教育

Ⅱ　実施体制

作成者：鈴木　茂之

鈴木　茂之

作成日：2024年9月2日

対象範囲：

経営責任者
（代表取締役）

鈴木　茂之

環境管理責任者
(代表取締役)

（エコリーダー） （エコリーダー）

EA-21活動事務局

事務・経理部門 現場部門

鈴木　晴美

２



《環境理念》

《環境方針》
１．

　

① 建設工事は環境に配慮した工事を実施いたします。

② グリーン商品の調達活動に取り組みます。

③ 建設リサイクル法による適正処理をいたします。

④ CO2削減の為の省エネ活動に取り組みます。

⑤ 廃棄物の削減活動と再資源化推進の活動に取り組みます。

⑥ 水資源を有効活用し、節水に努めます。

3． 環境に関する法規制を遵守致します。

4．

5 環境経営を推進します。

制定年月日 2021年10月22日

改定年月日 2023年2月23日

鈴英設備工事株式会社

代表取締役 鈴木　茂之　

Ⅲ　環境経営方針

ICT化による設計、工事の効率的運用を図ることにより、請負建設工事の増加を
図ることなど、環境経営を推進します。

当社は、鈴英設備工事株式会社の社是・社訓、経営理念に基づき、本業である建設
管工事の事業活動を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自
主的・積極的に取り組みます。安全で安心していただける工事を積極的に取り組みお
客様に提供することが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的
に改善活動に取組んでまいります。

事業活動が環境に与える影響を把握し、環境保全に視点を置いた活動を　推進
いたします。

環境に配慮した活動の目標を設定し、環境経営目標の達成状況及び活動経営
計画の実施状況を定期的に確認・評価し、環境経営のシステムを継続的に改善
致します。

２．

全社員が環境経営方針を理解し、それを周知徹底すると共に、この方針を掲示
し社員教育を計画的に実施し、環境問題への意識向上を図ります。
また、社外に環境経営レポートを公開し、利害関係者のみならず社会とのより良
いコミニュケーションを図って行きます

３



１．運用期間（2023年7月〜2024年6月）の環境経営目標

2020年7月〜
2021年6月

基準値 目標削減率 目標値

kg‐CO2 26,186 -2% 25,662

電力 kWh 9,734 -2% 9,539

ガソリン Ｌ 4,673 -2% 4,580

灯油 Ｌ 420 -2% 412

軽油 Ｌ 3,821 -2% 3,745

LPG kg 14.08 -2% 14

一般廃棄物 ｔ

建設副産物リサイクル率向上 ％ 87.3

㎥ 665 -2% 652

グリーン購入に配慮する 配慮した

環境配慮工事の提案 提案に努めた

ICT化による請負工事の提案 提案に努めた

２．中長期の環境目標　　2023実績を基準として見直し

　基準年度　　　

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

2023年7月
〜

2024年6月

2024年7月
〜

2025年6月

2025年7月
〜

2026年6月

2026年7月
〜

2027年6月

kg‐CO2 20,408 -1% -2% -3%

電力 kWh 5,641 -1% -2% -3%

ガソリン Ｌ 3,084 -1% -2% -3%

灯油 Ｌ 400 -1% -2% -3%

軽油 Ｌ 3,749 -1% -2% -3%

LPG kg 12.01 -1% -2% -3%

一般廃棄物 ｔ

建設副産物リサイクル率向上 ％ 100% 80%以上 80%以上 80%以上

㎥ 579 -1% -2% -3%

グリーン購入に配慮する ％

環境配慮工事の提案

１．

２．

３．

４．

環境に配慮した自社の
取り組み

＜備考＞

提案に努める

提案に努める

グリーン購入に配慮する

一般廃棄物及び建設資材等のグリーン購入率向上については、定性目標値とする。

産業廃棄物は、再資源化率80％以上を目標とする。

環境配慮工事及びICT化による請負工事の提案は、数値的目標の設定が難しく、定性的目標の「提案に努める」とした。

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2019年度実
績－　2021.1.7環境省・経済産業省公表の中部電力㈱の調整後の排出係数である0.452(kg-CO2/kWh)を使用した。

環境経営の推進

Ⅳ　環境経営目標

環境に配慮した自社の
取り組み

項目 単位

単位
2023年7月

〜
2024年6月

項目

環境経営の推進

二酸化炭素排出量

水使用量

配慮する

運用期間

目標年度

水道使用量

廃棄物排出量

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量

内訳

内訳

＜備考＞

維持管理に努める

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2019年度実績
－　2021.1.7環境省・経済産業省公表の中部電力㈱の調整後の排出係数である0.452(kg-CO2/kWh)を使用した。

提案に努める

80%以上

維持管理に努める

提案に努める

４



7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

① 消灯の徹底（１回／日チェックする）

② 高効率照明機器の導入（LED化１7台・事務所） 調整 調整 調整 調整 完了

③ 高効率照明機器の導入（LED化）現場用 完了

① 温度設定夏28℃　冬20℃

② クールビズ、ウォームビズ

③ フィルター定期清掃 年末

④ 使用していない部屋の空調停止

① PCの省電力待機設定

② ブラインドでの熱の出入りを調節

③ 冬季以外の給湯の停止

④ エネルギー効率の良い設備機器の導入

① エコドライブ

② エコ整備

③ 日常・定期点検の実施

④ 省エネ車の導入検討

⑤ 排ガス対応車の導入検討

① アイドリングストップ

② 省エネ重機の使用

灯油 ストーブ 鈴木晴美 ① こまめな温度調整をする

① コピー用紙の両面使用

② 集約化購買

③ FAXのPDF化

④ ３Rの実践

⑤ 廃棄物の分別とリサイクル

① 廃棄物の分別化

② 分別ルート新規開拓

③ 電子マニフェストの導入 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整

④ 仮設資材、用具のリユース化

① 節水表示

② 社用車の洗車を必要最小限にする

③ 節水こまの取り付け 完了

① 間伐材使用バリケードの購入検討 完了

② リサイクル材の購入検討

① 特定工事での施工計画への反映の検討

② 環境配慮工事の提案の検討 現状把握

環境経営の推
進

ICT化による請
負工事の提案

鈴木茂之 ① ICT化による請負工事を増やす

地域貢献 鈴木晴美 ① 近隣道路清掃 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１0日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日

Ⅴ　環境経営計画

（運用期間：2023年7月～2024年6月）

責任者

二酸化炭素排
出量の削減

活動項目

乗用車
トラック

目標 区分 項目

金子文俊

金子文俊

空調 鈴木晴美

鈴木晴美

鈴木晴美

スケジュール

照明

その他

購入電力

重機

ガソリン
　・
軽油

環境配慮工事
の提案

金子

環境に配慮した
自社の取り組み

グリーン購入
に配慮

金子

上水水使用量

鈴木晴美

金子

鈴木晴美

廃棄物排出量
の削減

事務所

現場

５



①運用期間（2023年7月〜2024年６月）の環境経営目標の実績

基準期間

2020年7月
〜

2021年6月

基準値
目標

削減率
目標値 実績値 目標比率 評価

kg‐CO2 26,186 -2% 25,662 20,408 79.5% 〇

電力 kWh 9,734 -2% 9,539 5,641 59.1% 〇

ガソリン Ｌ 4,673 -2% 4,580 3,084 67.3% 〇

灯油 Ｌ 420 -2% 412 400 97.2% 〇

軽油 Ｌ 3,821 -2% 3,745 3,749 100.1% △

LPG kg 14.08 -2% 14 12.01 87.0% 〇

一般廃棄物 ｔ 現状把握した 〇

建設リサイクル率向
上

％ 87.3 80％以上 80%以上 100% 〇

㎥ 665 -2% 652 579 88.8% 〇

グリーン購入に配慮
する

％ 配慮する 配慮した 〇

環境配慮工事の提
案

提案に努める 提案に努めた 〇

環境経営の推進
ICT化による請負工
事の提案

提案に努める 提案に努めた 〇

＜備考＞

　2. 凡例　　〇:達成　　△:10％以内　　×:10%以上

＜評　価＞

原因

是正

原因

是正

原因

是正

　　　 基準年を見直した

継続して進めていく

　１．目標比率（％）：実績値／目標値×100

Ⅵ　環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

②次年度の環境経営目標

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量

水使用量

継続して進めていく

全体として、概ね達成できた。しかし、今期の総売り上げが大幅減少した中で軽油の消費量が比
例して減少していない。今後も取り組みに力を入れて推進して行く。

環境に配慮した
自社の取り組み

廃棄物排出量

水使用量

目標達成。産業廃棄物処理について、再資源化できるよう取り組みに力を入れて推進して行く。

継続して進めていく

目標概ね達成。今後も取り組みに力を入れて推進して行く。

内訳

運用期間

2023年7月
〜

2024年6月

二酸化炭素排出量

項目 単位

６



二酸化炭素排出量
電力   kWh
ガソリン L
軽油  L

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2020 2021 2022 2023

二酸化炭素排出量 kg-CO2

9,734

4,992

6,463

5,641

4,673

2,774
3,441

3,084
3,821

2,632

3,834 3,749

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2020 2021 2022 2023

負荷の変遷

電力 kWh ガソリン L 軽油 L
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今後（次年度）
の取組

評価 内容 内容

① 消灯の徹底（１回／日チェックする） ○ 徹底されている 継続実施

② 高効率照明機器の導入（LED化１7台・事務所） ○ 完了 継続実施

③ 高効率照明機器の導入（LED化）現場用 ○ 一部実施された 継続実施

① 温度設定夏28℃　冬20℃ ○ 表示、朝礼時説明 継続実施

② クールビズ、ウォームビズ ○ 表示、朝礼時説明 継続実施

③ フィルター定期清掃 ○ 年一度実施 継続実施

④ 使用していない部屋の空調停止 ○ 徹底されている 継続実施

① PCの省電力待機設定 △ 計画中 更に計画反映

② ブラインドでの熱の出入りを調節 ○ 実施中 継続実施

③ 冬季以外の給湯の停止 ○ 徹底されている 継続実施

④ エネルギー効率の良い設備機器の導入 △ 計画中 更に計画反映

① エコドライブ ○ 実施されつつある 継続実施

② エコ整備 ○ 省エネオイルOK 継続実施

③ 日常・定期点検の実施 ○ 実施されつつある 継続実施

④ 省エネ車の導入検討 △ 計画中 更に計画反映

⑤ 排ガス対応車の導入検討 △ 計画中 更に計画反映

① アイドリングストップ ○ 施工計画反映・徹底されている 継続実施

② 省エネ重機の使用 ○ 施工計画反映・徹底されている 継続実施

灯油 ストーブ 鈴木晴美 ① こまめな温度調整をする ○ 徹底されている 継続実施

① コピー用紙の両面使用 ○ 裏紙使用 継続実施

② 集約化購買 ○ 徹底されている 継続実施

③ FAXのPDF化 ○ 徹底されている 継続実施

④ ３Rの実践 ○ 徹底されている 継続実施

⑤ 廃棄物の分別とリサイクル ○ 徹底されている 継続実施

① 廃棄物の分別化 ○ 徹底されている 継続実施

② 分別ルート新規開拓 ○ 現状ルートOK 継続実施

③ 電子マニフェストの導入 △ 計画中 継続実施

④ 仮設資材、用具のリユース化 ○ 一部実施 継続実施

① 節水表示 ○ 表示OK 継続実施

② 社用車の洗車を必要最小限にする 〇 年末実施 継続実施

③ 節水こまの取り付け 〇 実施済み 継続実施

① 間伐材使用バリケードの購入検討 ○ 検討実施 継続実施

② リサイクル材の購入検討 ○ 検討実施 継続実施

① 特定工事での施工計画への反映 ○ 検討実施 継続実施（重点項目）

② 環境配慮工事の提案をする ○ 検討実施 継続実施（重点項目）

環境経営の推
進

ICT化による
請負工事の
提案

鈴木茂之 ① ICT化による請負工事の提案をする ○ 実施 継続実施

地域貢献 鈴木晴美 ① 近隣道路清掃 ○ 月1回事務所前道路清掃 継続実施

＜備考＞

　１．評価判定：○（良くできた）　　△（まあまあできた）　　×（できなかった）　　-（実施が見送られた）

二酸化炭素排
出量の削減

購入電力

照明 鈴木晴美

水道使用量 上水 鈴木晴美

廃棄物排出量
の削減

事務所 鈴木晴美

現場 金子

空調

環境に配慮し
た自社の取り
組み

グリーン購入
に配慮

金子

環境配慮工
事

金子

鈴木晴美

その他 鈴木晴美

ガソリン
　・
軽油

乗用車
トラック 金子文俊

重機 金子文俊

Ⅶ　環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の環境経営計画

評　価
目標 区分 項目 責任者 活動項目

（運用期間：2023年7月～2024年6月）

７



１． 環境関連法規の遵守状況

　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日　2024年8月30日

評価者　環境管理責任者　鈴木　茂之

条項 適用内容または規制基準値 備考 遵守評価

第6条の2第6項
市町のルールに従った分別と
搬出及び業者委託

業者委託時は許可証確認（契約
書作成が望ましい）

遵守

第12条第2項
廃棄物の悪臭・飛散・地下浸
透防止

保管場所での環境被害防止 遵守

第12条第2項
産業廃棄物保管場所への掲
示板の設置

掲示板設置（60ｃｍ×60ｃｍ以上
の大きさ）

遵守

第12条第5項
産業廃棄物運搬業者並びに
処分業者との委託契約

契約書の締結及び保存 遵守

第12条の3第1項 マニフェストの交付
Ａ票（委託時、電子マニは３日以
内）

遵守

第12条の3第2､6項 マニフェストの保管 Ａ票～Ｅ票：５年間 遵守

第12条の3第6項
マニフェストの期間内返却の
確認

Ｂ２及びＤ票：９０日以内、Ｅ票：１
８０日以内

遵守

第12条の3第7項
産業廃棄物管理票交付等状
況報告

6月30日までに許可権者に報告
（電子マニ分は猶予）

遵守

第12条の3第8項
産業廃棄物管理票の期間内
未返却時の許可権者への報
告

返却期間終了後30日以内に許可
権者に報告

遵守

建設リサイクル法（建設工事
に係る資材の再資源化等に
関する法律）

第5条 建設業者の責務 分別の励行、リサイクルの推進 遵守

家電リサイクル法（特定家庭
用機器再商品化法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収
集・運搬をする者等への適切
な引き渡し、料金の支払

指定家電（テレビ・冷蔵庫他）廃
棄時のサイクル料金の支払

本取組期間にお
いて該当なし

第8条 使用済自動車の引渡義務

第73条
使用済自動車の引き取り業
者への引き渡し

リサイクル料金の支払（廃車時）

第16条

第一種特定機器（7.5kW未満）
が対象
自身での「簡易点検(３ヶ月に
１回以上)」実施

事務所空調用 遵守

第41条
第1種特定製品廃棄等実施者
の引渡義務

製品管理者のフロン類回収業者
へのフロン類の引き渡し義務

本取組期間にお
いて該当なし

第8条
産業廃棄物管理責任者の設
置

資格は問わない 遵守

第10条 実地確認の実施と記録保存
処分委託先の年１回の実地確認
と記録作成５年間保存（委託先が
優良認定業者であるときは免除）

遵守

法律
リサイクル法（資源の有効な
利用の促進に関する法律）

第4条
指定再資源化製品のリサイク
ル（適正廃棄）

パソコン、小型二次電池等の廃
棄時

遵守

２． 違反、訴訟等の有無
関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟や苦情は過去5年間ありませんでした。

責務

フロン排出抑制法（フロン類
の使用の合理化及び管理の
適正化に関する法律）

Ⅷ　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，
並びに違反，訴訟などの有無

法規・条例・規制

廃棄物処理法（廃棄物の処
理及び清掃に関する法律）

自動車リサイクル法（使用済
自動車の再資源化等に関す
る法律）

本取組期間にお
いて該当なし

義務

法律

条例
浜松市産業廃棄物の適正な
処理に関する条例

８



作成　 2024年8月30日

確認

1 ☑

2 ☑

3 ☑

4 ☑

5 ☑

6 ☑

7 ☑

8 □

鈴英設備工事株式会社

代表取締役　　　鈴木　茂之

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

特に問題ありませんでした。

問題点の是正・予防措置の実施状況
一年間を通して取り組んできましたが、大きな問題点もとりあえずはない
が、引き続き取り組んでいきます。

環境経営計画 同上

その他（                                 ）

Ⅸ　代表者による全体の評価と見直し・指示

2024年9月2日

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 個別で達成出来たものもあるが、未達有。引き続き取り組んでいく。

環境経営計画及び取り組み実施状況 継続して取り組みます

環境関連法規要求一覧及び遵守状況

取引先、業界、関係行政機関、その他の外
部動向

継続して取り組みます

記録に記載いたしました。

外部コミュニケーション・対応記録

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

　ここ何年かの総売り上げに比べ、大幅に減少したため、環境経営目標値を減少することが出来た。。引き続き下げる努力を続けてい
きたい。
　
　建設業界の現在の状況を考えると、あまりに浮き沈みが激しいと感じる。丁寧に積み重ねていくという正攻法しかないと思うが、その
中でもICT化は進んできているのでその流れの中で環境面での目標値に近づけていくように努力を続けたい。
　また、昨今のエネルギー価格の上昇と原材料価格の上昇は看過できる範囲を超えている。受注価格に転嫁できるように少しづつでは
あるが、その傾向は見られてきているので頑張っていきたい。やはり日々の積み重ねの連続が一年間を結果付けていくので、細かいと
ころの積み重ねに注意しながら、より一層環境経営計画に積極的に取り組んでいく。
　
　今年度も環境経営方針や環境マネジメントシステムその他については変更の必要性はないと判断するが、目標を達成するよう環境
経営目標、計画等を見直すことを下記のよう環境管理をしていくうえでみんなに指示していく。

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

その他のシステム要素

環境経営方針

同上

その他（外部への対応） 同上

変更なし

環境経営目標 昨今の燃料高及び化成品原材料高により、今以上配慮する必要がある。

実施体制 変更なし

９


